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１．地域密着型金融推進計画策定に
　　　　　　　　　　　　　　　　　当たっての考え方
今般金融庁より、平成１７年度および平成１８年度の２年間を重点強化期間とした中小・地域金融
機関についての「地域密着型金融の機能強化の推進に関するアクションプログラム」（以下新アク
ションプログラムという）が公表されました。

当行は、昭和８年１０月設立以来「地域とともに発展する」というマーケット・イン（お客様本位）の考
えに立ち、「共存共栄」の理念を追求してまいりました。長期経営計画のメインテーマである「ビジ
ネスモデルの変革による収益力の強化」を目指すことを基本に、新アクションプログラムを踏まえ
て、金融の高度化対応を視野に入れ、これまで取り組んできた施策を更に発展させ、「地域密着型
金融推進計画」を策定いたしました。

　　（本計画の構成）
　　①本計画は３つの大項目（１．事業再生・中小企業金融の円滑化　２．経営力の強化　３．地域の利
用者の利便性向上）から構成されており、大項目毎の主な取組方針を記載しております。
　　②大項目毎の取組方針は、長期経営計画の基本戦略として、３つのＣ（Ｃｏｎｓｏｌｉｄａｔｉｏｎ／粗利益の
増加、Ｃｒｅｄｉｔ　Ｒｉｓｋ／損失の抑制、Ｃｏｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ／経費の削減）を掲げておりますが、その実
践を通じて「知恵と親切のしがぎん」「アジアに強いしがぎん」 「ＣＳＲ（企業の社会的責任）のしが
ぎん」という３つのブランドイメージの確立を目指し、着実に企業価値を高めていくことを主眼にお
いております。
　　③当行営業基盤や、これまでの取り組みをご理解いただくために、滋賀県の特徴、経済環境や「リ
       レーションシップバンキングの機能強化に関するアクションプログラム」 の集中改善期間（平成１５
       年度および平成１６年度）における取り組みの総括について記載しております。
　　④当行の特性や規模等、また新世紀第２次長期経営計画の全体像を記載して当行の目指すべき
       姿をビジュアル化し分かりやすく記載するとともに、本計画期間における数値目標を掲げることに
より計画に具体性を持たせております。
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　　２２．．しがぎんしがぎんの概要の概要（その（その11））
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２兆３,２７９億円貸出金残高

３兆５,８２２億円（譲渡性預金含む）預金残高

３３０億円資本金

３兆９,９３３億円総資産

１３５カ店（うち代理店４カ店）店舗数

２,１８７人従業員数

昭和８年１０月１日設　立

平成１７年３月３１日現在（単体）

２



県内

京都・山科

大阪

東京・東海

その他

県内

京都・山科

大阪

東京・東海

その他

　２　２．．しがぎんしがぎんの概要の概要（その（その２２））
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滋賀県

福井県

京都府

三重県

岐阜県

奈良県  大阪府

兵庫県

和歌山県

愛知県

県内 １１２か店

１か店

１か店

１か店４か店

１４か店

＜その他＞
東京１か店
香港１か店

（上海駐在員事務所）

店舗網（135か店）店舗網（135か店）

エリア別貸出金(期末残高）エリア別貸出金(期末残高）

貸出金　2兆3,279億円

        （2005／3月期）

エリア別預金(期末残高）エリア別預金(期末残高）

預　金　3兆4,558億円（除く譲渡性預金）

     （2005／3月期）

県内 ８４％

県内 ６３％

（出張所、代理店含む）

県内預金残高シェア県内預金残高シェア 県内貸出金残高シェア県内貸出金残高シェア

45%

19%

14%

13%
4% 4%

滋賀銀行

農協

第二地銀

信金

都銀信託

その他

43%

21%

15%

8%
4% 2%
7%

滋賀銀行

第二地銀

信金

農協

都銀信託

信組

その他

滋賀銀行 45％ 滋賀銀行 43％

（2004年9月末現在 ニッキン等資料）

（平成１7年3月末現在）

2兆9,113億円

1兆4,674億円

３



２２．しがぎんの概要．しがぎんの概要（その（その３３））
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不良債権比率推移不良債権比率推移 （リスク管理債権ベース）

自己資本比率推移自己資本比率推移 自己資本の構成（０５／３）自己資本の構成（０５／３）

Ｔｉｅｒ １（基本的項目） 1,745億円

Ｔｉｅｒ ２（補完的項目）    837億円

自己資本   2,577億円

リスクアセット   23,042億円

Ｔｉｅｒ １比率＝7.57％

リスク管理債権内訳（０５／３）リスク管理債権内訳（０５／３）

破綻先債権額

延滞債権額

3ｶ月以上延滞債権額

貸出条件緩和債権額

16億円

269億円

     12億円

 535億円

合    計      834億円

貸出金残高   23,279億円
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格付け状況格付け状況

日本格付研究所

        （ＪＣＲ）

格付投資情報セ
ンター（Ｒ＆Ｉ）

預金・債券の元利金支払い
の確実性や財務内容につ
いて第三者機関が公正に
判断してランク付けしたもの。

【格付け】
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金融再生法ﾍﾞｰｽでは、05/3 末  不良債権比率 3.51%

(連結)

(単体)

573億円
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　　３　　３．．滋賀県滋賀県のの特徴、経済環境特徴、経済環境（その１）（その１）
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1.人口増加率は全国トップレベル

人口増加率推移

-4

-3

-2

-1

0

1

2
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4

5

～2000 ～2005 ～2010 ～2015 ～2020 ～2025 ～2030

全国 滋賀県%

2.大学誘致に積極的、学生数も大幅増加

１９９５年から２００４年までに４年制
　大学が６校進出。この間、学生数も

　１３千人から２９千人と１６千人増加。
　（伸び率はともに全国1位）

人口増加率（直近１年間）　０．５％（全国第４位）

２０３０年まで人口が増加するといわれている唯一の県

５
資料：滋賀県ホームページ

直近１年間の人口増加率



３３．．滋賀県滋賀県のの特徴、経済環境特徴、経済環境（その（その22））
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3.物流の要-関西・中部・北陸経済の交点

＜滋賀統合物流センター構想 ＝ SILC＞

　（Shiga Integrated Logistics Center）

JR、国道8号、21号、名神高速道路、北陸

自動車道が集中し、近畿、東海、北陸の結

節点である米原市に西日本最大となる物流

拠点を建設するもの。

構造改革特区として認定済み。

＜滋賀統合物流センター構想 ＝ SILC＞

　（Shiga Integrated Logistics Center）

JR、国道8号、21号、名神高速道路、北陸

自動車道が集中し、近畿、東海、北陸の結

節点である米原市に西日本最大となる物流

拠点を建設するもの。

構造改革特区として認定済み。

＜全国有数の内陸工業県＞

　県内総生産に占める第２次産業の割合は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・４６．７％

６資料：滋賀県ホームページ



３３．．滋賀県滋賀県のの特徴、経済環境特徴、経済環境（その（その３３））

　県内景況の現状については、大型店売上高が伸び悩み、公共工事でも不振が続いてるものの、生産活動は高水準が

　続き、民間設備投資も堅調、住宅投資さらに雇用情勢にも回復の兆しがみられ、全体としては、今までの足踏み状態

　からの脱却を探り、回復方向に歩を進める段階に入ってきております。
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滋賀県内の事業所数と従業者の推移　
　　　　　　　　　　（大分類、平成13年～平成１６年の増減率）

☆全都道府県で民間事業所減少率は最小

　滋賀県の民間事業所数：５７，９４３事業所

　平成１３年比較減少率４．０％（▲２，４４０
　事業所）ですが、全国計では▲５．７％とな
　っており、全都道府県においてその減少率
　は最小です。

☆事業所数は医療、福祉分野で増加

　事業所数を業種別（大分類）で見てみると
   （左表）事業所数では、「医療、福祉」が増
   加しております。

総務省統計局「平成１６年事業所・企業統計調査」より

７
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足元の景況観



　４　４．しがぎんの経営．しがぎんの経営ビジョンビジョン（その１）（その１）
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経営の基本ﾋﾞｼﾞｮﾝ：「リテールバンキング」（中堅・中小企業及び個人取引）を主軸
                      とし、「地域社会の発展」に多面的に貢献することを目的とする。
行　　是　　　　「自分に厳しく  人には親切  社会につくす」 （昭和41年制定）

８

新世紀第2次長期経営計画（2004／4 ～ 2007／3）
  
   

基本ビジョン：「ビジネスモデルの変革による収益力の強化」
  
     

　　 ― 基本営業戦略   ３つの「Ｃ」の徹底による目標への挑戦
         （１）マーケティング戦略 “Ｃｏｎｓｏｌｉｄａｔｉｏｎ” （粗利益の増加）
         （２）リスクコントロール戦略 “Ｃｒｅｄｉｔ Ｒｉｓｋ”  （損失の抑制）
         （３）ローコスト戦略 “Ｃｏｓｔ Ｃｏｎｔｒｏｌ”    （経費の削減）
   
    －単に“お金を貸すビジネス”から“知恵と親切を提供するビジネス”へ
       （１）これまで築いた「ﾘｽｸ管理ｼｽﾃﾑ」やIT基盤の活用
         （２）より付加価値が高く、効率的なビジネスモデルの展開
                 －ソリューション営業の実践、融資モデルの高度化、業務プロセスの見直し
                    によるコスト削減
                 －統合的な内部管理戦略の策定（各部ミッション明確化、統合リスクマネジメント）



新世紀第２次長期経営計画の概要

基本営業戦略

３つの『Ｃ』の徹底による目標への挑戦

『ビジネスモデルの変革による収益力の強化』

マーケット・イン 人材の有効活用

業績表彰制度
業績表彰制度

人事制度
人事制度

顧客セグメントを
明確にした質の
高い金融サービ
スの提供           

顧客セグメントを
明確にした質の
高い金融サービ
スの提供           

個々人の能力の
最大限の発揮    

個々人の能力の
最大限の発揮    

顧
客
対
応
方
針

組
織
体
制

人
材
ス
キ
ル

 Credit Risk
（損失の抑制） （経費の削減）

 Cost  Control

ローコスト戦略リスクコントロール戦略マーケティング戦略

創造的実践 CSR（企業の社会的責任）の実践

Ｃ
Ｒ
Ｍ
支
援
機
能

「外交行動規準」による役割の明確化

・健全と進取の気概をもって
挑戦する                           

・「知恵と親切」を提供する        
ビジネスの展開                     
・「野の花」（ﾆｭｰﾋﾞｼﾞﾈｽ）の育成

三位一体

共存・共栄ＣＳの向上

店頭営業力強化

中小企業向け取引推進の強化

知恵と親切の提供を実践できる体制整備と機能強化知恵と親切の提供を実践できる体制整備と機能強化

店頭営業力強化の支援

中小企業向け                             
リスクテイク型融資商品の開発

ダイレクトビジネスセンター設立  

預り資産支援チーム
設立の検討

預り資産の増強預り資産の増強

事業先の収益増強事業先の収益増強
本部ｿﾘｭｰｼｮﾝ機能強化

ＦＰグループの機能強化
ナレッジセンター機能

ポータルサイトの機能強化

個人ローン推進支援機能強化

エリア統轄リーダーの増強

自動審査システム導入
商品内容改定

ｅ－しがぎんプラザの機能強化

    □ ＦＰ業務の充実
□ 特定業務への取組強化

   □ 双方向機能の追加

□ 業者の囲い込み推進 

 □ 金融資産運用ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

    □ 帯同訪問による推進支援 
  　 □ＯＪＴによるｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞﾃﾗｰの育成 

□ ﾐﾄﾞﾙﾘｽｸ層も対象となるマル保商品  

□ 既存小口先の効率的な営業推進の
       為に得意先係と連携・補完するﾁｬﾈﾙ
顧客管理はあくまで支店が担当 消費者ﾛｰﾝの増強消費者ﾛｰﾝの増強

     □ 「エリア顧客管理」の徹底

 ・事業先－渉外係のｏｎｅ‐ｔｏ‐ｏｎｅ管理

       □提案営業の推進（新営業店ｼｽﾃﾑの活用）
       □ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞﾃﾗｰの育成

顧客セグメント別業務別担当へ
テリトリー担当 から

   □住宅ローン借替・リフォームの推進

事
業
先

個
人
先

     □ＦＰ提案による「知恵と親切」の提供
       □ニュービジネスの育成

「資金利益」・「役務収益」の増強

 Consolidation
（粗利益の増加）

ソリューション営業の実践ソリューション営業の実践

 ・ｿﾘｭｰｼｮﾝ支援体制強化    

・ﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞ取組強化          
      ・戦略的な新規貸出増強        

      ・新事業創造支援                   

融資モデルの高度化融資モデルの高度化

 ・企業審査重視                      
    ・大口先の集中管理              
   ・企業経営支援強化             
   ・不良債権回収能力の強化 

業務プロセスの見直し業務プロセスの見直し

  ・営業推進体制の見直し     
  ・ＩＴ利用の効率化                
  ・審査業務効率化                
  ・新営業端末の活用            

ＣＳへの取り組み強化ＣＳへの取り組み強化
ＳＨＩＧＡＳＨＩＧＡ  ＢＡＮＫＢＡＮＫ
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　　価値の創造

　　当行は、本年の経営のキーワードを「価値」と定めて、役職員が
一丸となり３つの角度から「価値」の向上に努めてまいります。

第１は、役職員一人ひとりの「機能価値」の向上であります。各人が
それぞれの持ち場で、いかに「自己実現」を追求していくかを考え、
行動し、個性と存在感のある行員像の確立に努めております。

第２は、商品・サービスの「質的価値」の向上であります。「マーケット・
イン」(お客様本位)の考えに立ち、「知恵と親切」の提供に磨きをかけ、
お客様の「課題解決」(ソリューション)に役立つメニューを工夫し、充
実してまいります。

第３は、当行の「企業価値」の向上であります。お客様の信頼を確保
し、当行の「存在価値」を着実に高めてまいります。

ＳＨＩＧＡＳＨＩＧＡ ＢＡＮＫＢＡＮＫ

４４．しがぎんの経営ビジョン．しがぎんの経営ビジョン（その２）（その２）
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　「価値」の向上を実現するために当行では３つの
ブランドイメージの確立に努めています。

①「知恵と親切のしがぎん」

　　ニュービジネスのサポートやＭ＆Ａ、事業再生支援等投
資銀行的業務に注力してまいります。

②「アジアに強いしがぎん」

　　香港支店や、上海駐在員事務所など海外拠点と証券国
際部｢アジアデスク」、営業店が一体となり、アジアに進出
されるお取引先をしっかりサポートいたします。

③「CSR（企業の社会的責任）のしがぎん」
　　環境、文化、福祉の３本柱を深化発展させ、「ＣＳＲ」を多
面的に追求してまいります。

 ＜３つのブランドイメージ＞

ＳＨＩＧＡＳＨＩＧＡ ＢＡＮＫＢＡＮＫ

４．しがぎんの経営ビジョン（その３）
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５．集中改善期間の取り組みの総括５．集中改善期間の取り組みの総括((そのその1)1)

　　 当行は、集中改善期間（平成１５年度～１６年度）中において、「地域社会との共存共栄」の理念
       に基づき、中小企業金融再生および健全性、収益性の向上等に向け、従来からの取り組みを一
       層強化してまいりました。

Ⅰ．中小企業金融の再生に向けた取り組み

     創業・新事業支援機能等の強化
　　　  　当行は、ニュービジネスへのサポートを多面的に展開するため、「サタデー起業塾」の開催をは
じめ、産・学・官・金（金融）連携による地域結集型の「しがぎんニュービジネス支援ネットワーク『野
の花応援団』」の積極的な取り組みや、産学連携を新たに開始された取引先に対する産学連携奨
励金「しがぎん野の花賞」の贈呈など、ニュービジネスのサポートに努めております。また、平成１
６年９月には「ニュービジネスサポート室」を設置し、ニュービジネスやベンチャービジネスに対する
取り組みの充実・強化をはかりました。
　　　  　その結果、平成９年から取り扱いを開始した３，０００万円までなら無担保でもご融資する「しが
ぎんニュービジネスサポート資金」や「ベンチャー支援ファンド」等の平成１７年３月までの投融資実
績は、２５件の８５２百万円（融資１５件４６５百万円・投資１０件３８７百万円）となりました。また、平
成１６年９月には、全国で初めて地方銀行単独で「新株予約権付融資」を実行し、事業の将来性を
有し成長段階にある企業に対するご融資手法に新たな道を切り開きました。

ＳＨＩＧＡＳＨＩＧＡ ＢＡＮＫＢＡＮＫ
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　　取引先企業に対する経営相談・支援機能の強化、早期事業再生に向けた取り組み

　　　    平成１５年１０月に「企業経営支援室」を新設し、取引先企業の経営改善指導に取り組んだ結果、
平成１７年３月までに６１先の債務者区分の改善につながりました。今後も、「企業経営支援室」を
中心に事業再生に積極的に取り組んでまいります。
　　　    そのためにも、課題解決型営業の実践のため、法人渉外実践講座・ＦＰ実践講座を実施するな
ど、経営相談・支援機能において付加価値の高い業務ができるよう人材育成にも取り組んでおり
ます。平成１７年３月現在で、ＦＰ技能検定資格取得者は１，８０８名となりました。

　　新しい中小企業金融への取り組みの強化
　　　    企業の多様化する資金調達ニーズにお応えするため、平成１５年８月に無担保かつ長期の固
定金利で資金調達ができる銀行保証付私募債の取り扱いを開始し、平成１７年３月までに、２２件
７，１９０百万円を受託しております。
　　　　証券化の取り組みについては、平成１７年３月に滋賀県単独の自治体ＣＬＯに当行は、アレン
ジャー兼オリジネータとして参加し４４４件１１，００８百万円の貸出債権を証券化いたしました。
　　　　 また、第三者保証人不要・無担保での対応が可能な「スーパー速戦力」を平成１６年４月より発
売しましたが、その実績は実行ベースで３，０３５件２７，２４８百万円となりました。

Ⅱ．健全性の確保、収益性の向上等に向けた取り組み
　　　　  厳格なリスク管理に基づく強固な経営基盤と収益力の確保を目指し、新ＢＩＳ規制の対応を視野
に入れ、信用リスク管理をより高度化した企業格付制度と取引先管理区分を導入することで、リス
クに応じた審査を可能にする体制を整えました。

５．集中改善期間の取り組みの総括５．集中改善期間の取り組みの総括((そのその2)2)

ＳＨＩＧＡＳＨＩＧＡ ＢＡＮＫＢＡＮＫ
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６．６．大項目毎の取組方針大項目毎の取組方針（その１）（その１）

１．事業再生・中小企業金融の円滑化
　　＜知恵と親切の提供＞
創業・新事業支援機能等の強化

　　　平成１６年９月、「しがぎんニュービジネスサポート室」を商工業、労働福祉の総合拠
点「コラボ２１」に新設し、①ニュービジネス企業への支援・相談業務②「産学官・金（金
融）」連携のコーディネート③起業への支援活動を一層強化するため、地域結集型の
ニュービジネス支援ネットワーク「しがぎん『野の花応援団』」の活動に注力をしてまい
ります。また、「野の花」の育成を支援する大きな仕組みのひとつとして「サタデー起業
塾」を平成１２年から毎年開講しておりますが、６年目の平成１７年度は、「出会いから
実践へのニューステージ―産学官金の創造的競演」をメインテーマに開催いたします。
今年度は、京都、京都工芸繊維、立命館、龍谷、滋賀、滋賀県立、長浜バイオ、滋賀
医科の各大学に新しく同志社大学に参加いただき９大学の全面的支援を受けて、大
学のシーズと参加者のニーズのマッチィングの可能性を探ります。加えて、当行の創
立７０周年（平成１５年１０月）を記念して、産学連携奨励金「しがぎん野の花賞」を創
設いたしました。これは、「サタデー起業塾」受講者で近畿地区の大学と産学連携によ
る共同研究・研究委託などを開始した皆さまにお贈りしている賞で、今年度も継続す
る予定です。更に、平成９年から取り扱いを開始した３，０００万円までなら無担保でも
ご融資する「しがぎんニュービジネスサポート資金」（通称：野の花資金）やベンチャー
支援ファンド等を通じて、事業創造に前向きな起業家の皆さまを積極的にサポートを
してまいります。

ＳＨＩＧＡＳＨＩＧＡ ＢＡＮＫＢＡＮＫ
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１．事業再生・中小企業金融の円滑化
　　＜知恵と親切の提供、アジアビジネスの強化＞
経営相談・支援機能の強化
　　（アジアビジネス支援）
　　  近畿地銀で唯一の海外支店・香港支店および平成１５年１２月発展著しい中国上海市に開設した上
海駐在員事務所と本部「アジアデスク」、支店を結ぶネットワークで取引先企業の海外進出ニーズに
お応えできるよう強力にサポートしてまいります。

　　（ビジネスマッチィング、M&A）
　　　ビジネスマッチィングに関する取り組みの強化およびM&Aに関する取り組みの強化ならびに株式公
開支援業務提携先との関係強化によるIPO（株式公開）見込先のサポートをいたします。
　　（医療コンサルティングの強化）
　　　平成１３年から平成１６年までの滋賀県内の事業所数の推移から、滋賀県においては、医療、福祉
分野のみが増加しており医療コンサルティングに対する地域のニーズは高いといえます。当行では、
医療コンサルティング機能の強化をして、医療分野において開業等をお考えのご事業者に対するサ
ポートをいたします。

　　（事業再生支援）
　　  平成１５年１０月、審査部内に「企業経営支援室」を設置して取引先企業の事業再生に向けて取り組
みを実施してまいりましたが、引き続き再生ノウハウの共有化を図り、「経営支援先」に対して経営支
援機能を強化してまいります。

　　（資金調達手法の多様化に対する取り組み）
　　  シンジケートローンのアレンジメント業務やノンリコースローンへの取り組みと体制整備に努めます。
　　  また、スコアリングを活用した無担保で保証人を限定したビジネスローンへの取り組みをいたします。

ＳＨＩＧＡＳＨＩＧＡ ＢＡＮＫＢＡＮＫ

６．６．大項目毎の取組方針大項目毎の取組方針（その（その２））
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６．６．大項目毎の取組方針大項目毎の取組方針（その（その３））

１．事業再生・中小企業金融の円滑化

　＜知恵と親切の提供＞

　　(説明態勢の整備、相談・苦情処理機能の強化）
　　  与信取引に関するお客様に対する説明、およびマニュアル等内部規程の整備を実施す
るとともに、苦情等の実例の分析・還元をすることにより、営業店における実効性の確保
に努めます。

  　（人材の育成）
　　　地域のお客様のニーズに的確にお応えできるよう、行内外の研修やセミナーを通じて事
業再生・中小企業金融の円滑化に向けた積極的な人材育成のための取り組みをいたし
ます。

１６
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２．経営力の強化
　　＜CSRを重視した取り組み＞

　　（リスク管理態勢の充実）
　　 バーゼルⅡ（新ＢＩＳ規制）対応において、信用リスクは基礎的内部格付手法、オペレー
ショナルリスクは、粗利益配分手法の採用を目指し、リスク管理の高度化、情報開示
の拡充に係る適切な態勢整備に積極的に取り組んでまいります。

　　（ガバナンスの強化、コンプライアンス態勢の強化）
　　 内部統制システムの整備に着手し、財務内容の適正性について確認が行なわれるよ
うな仕組みの構築をいたします。また、顧客情報管理について、個人情報保護法に基
づいた厳格な取扱いを確保いたします。

　　（ＩＴの戦略的活用）
　　 当行は、平成７年にＡＢＣ原価計算システムを稼動させ、統合的な収益・リスク管理を
行っており、合理的なメジャーを持って営業活動を展開しております。平成１７年１月
には、新営業店システムの全店配備を完了し、また同時期に新国際勘定系システム
の導入をしたことなどにより、営業店窓口を「事務の現場から営業の現場へ」変革して
まいります。また、平成１６年１０月からスタートした住宅ローン自動審査システムの活
用により効率的かつ効果的な住宅ローン推進体制を構築することなどをはじめとして、
全体の営業推進体制を構築することでビジネスモデルの変革による収益力の強化に
結びつけてまいります。

ＳＨＩＧＡＳＨＩＧＡ ＢＡＮＫＢＡＮＫ

６．６．大項目毎の取組方針大項目毎の取組方針（その（その４））
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３．地域の利用者の利便性向上
　＜ＣＳＲを重視した取り組み＞

　　（環境関連・防災関連商品の提供）
　　  琵琶湖の畔に本店を有する地方銀行として、環境関連商品の提供を通じ、また近年の防災意
識の高まりを受け、防災関連商品を開発し提供することによって、お客様と環境に対する配慮
や防災の意識を共有化して、地域のお客様のニーズに合った質の高いサービスを提供いたし
ます。

　　（お客様の声を経営に反映させる仕組みの構築）
　　　当行は、県内１１２カ店（含む出張所・代理店）、県外２２カ店、海外１カ店の店舗網を有してお
り、また、お客様のライフスタイルに合わせて、土・日曜日、祝日（銀行休業日を含む年末年始
は除く）も県内１０ヵ所の「e-しがぎんプラザ」では、住宅ローンや年金の相談営業をしておりま
す。
　　　平成１２年に、近畿地銀で最大規模の陣容でさまざまな銀行取引ができる個人向けコールセ
ンター「しがぎんハローサポート」を設置、平成16年１１月には、事業者向けコールセンターとし
て「しがぎんダイレクトビジネスセンター」を新設いたしました。また、しがぎんダイレクトなどの
ダイレクトチャネルを積極的に構築しており、チャネルミックスによりお客様のニーズにお応え
できる体制を整えております。
　　　今後は、ビジネスモデルの変革、新サービス・新商品開発等を念頭に、お客様アンケートを実
施するとともに、お客様の声を更に経営に反映させる仕組みを構築してまいります。

　　（PFI案件への取り組み）
　　  当行は、これまでもPFI案件について取り組みをしてまいりましたが、今後は、アレンジャーとの
情報交換を更に密にして、地域におけるPFI案件の取り組みをいたします。
　　（地域貢献に関する情報開示）
　　  地域貢献等に関する情報開示については、ディスクロージャー誌等を中心に図表等ビジュア
ル化に努め、より分かりやすく、且つ、訴求力の高い情報開示に努めます。

ＳＨＩＧＡＳＨＩＧＡ ＢＡＮＫＢＡＮＫ

６．６．大項目毎の取組方針大項目毎の取組方針（その（その５））
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７．数値目標．数値目標　（平成１９年３月の目標）　（平成１９年３月の目標）

   ①　ROE　（単体）　　               ５％以上　　　　　　④　不良債権比率　　２％台
   ②　OHR  （単体）        　　　　６０％以下　　　　　  ⑤　CSR取組項目（地球温暖化ガス）CO2

   ③  自己資本比率（連結）　１１．０％以上　　　　　　　　　 （京都議定書の削減目標に準拠） 　　６％削減
　　    ＴｉｅｒⅠ比率（連結）        ８．０％以上

   ①　ROE　（単体）　　               ５％以上　　　　　　④　不良債権比率　　２％台
   ②　OHR  （単体）        　　　　６０％以下　　　　　  ⑤　CSR取組項目（地球温暖化ガス）CO2

   ③  自己資本比率（連結）　１１．０％以上　　　　　　　　　 （京都議定書の削減目標に準拠） 　　６％削減
　　    ＴｉｅｒⅠ比率（連結）        ８．０％以上

ＳＨＩＧＡＳＨＩＧＡ ＢＡＮＫＢＡＮＫ

１９

当行は、平成１６年度からスタートした新世紀第２次長期経営計画において挑戦指標を掲げており
地域密着型金融推進計画においては、その計画終了期間も同一であることから、長期経営計画
の挑戦指標を基本として、下記の数値目標の実現に取り組んでまいります。不良債権比率につい
ては、当初目標の３％台を既に達成しており、本計画では２％台を目指してまいります。

当行は、ソリューション営業を実践し「知恵と親切を提供」するためのひとつのツールとしてFP提案
活動を展開しております。また、「アジアに強いしがぎん」を実践するにあたり、アジア進出をお考
えのお客様に対して、「香港支店」「上海駐在員事務所」「アジアデスク」「営業店」が連携して、下
記の目標について取り組みいたします。

  ⑧　エコ＆耐震住宅ローン実行件数　　　　　　　　　　　　　１，８００件以上
  ⑨　「しがぎんエコプラス定期」預金累計獲得件数　　　６６５，０００件以上
　　　（「しがぎんエコプラス定期」預金は、平成１５年４月取扱い開始以降の累計件数）

  ⑧　エコ＆耐震住宅ローン実行件数　　　　　　　　　　　　　１，８００件以上
  ⑨　「しがぎんエコプラス定期」預金累計獲得件数　　　６６５，０００件以上
　　　（「しがぎんエコプラス定期」預金は、平成１５年４月取扱い開始以降の累計件数）

☆エコ＆耐震住宅ローンは、エネルギー効率が高く地球温暖化ガス（ＣＯ２）の排出量を削減できるエコ住宅を促進して、皆さまとともに環
　境保全の実効をあげ、また、耐震住宅を促進することにより、地震被害から皆さまの生命、財産を守るためのお役に立ちたいと願い、建
　設資金の金利を優遇するものです。
☆「しがぎんエコプラス定期」預金は、お客様が当行のダイレクトチャネルを利用して定期預金をしていただきますと、１回のお預け入れご
　とに７円（ダイレクトチャネル利用で不要となる定期預金申込用紙代相当額）を当行が負担して積み立て「おうみNPO活動基金」等へ拠
　出して琵琶湖とその流域で環境保全に取り組まれるNPO活動の活動資金にお役立ていただくものです。

⑦　アジア進出ニーズに対する
　　　　アテンド件数　　　１，８００件以上
⑦　アジア進出ニーズに対する
　　　　アテンド件数　　　１，８００件以上

  ⑥　FP案件相談件数　　　１，６００件以上  ⑥　FP案件相談件数　　　１，６００件以上

当行は、お客様の満足度を重視した金融機関経営の確立の中で、  「ＣＳＲのしがぎん」として環境
関連・防災関連商品の提供を通じ、お客様と環境に対する配慮や、防災意識を共有化してまいり
たいと考えております。
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